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令和６年能登半島地震災害義援金 能美市に寄せられた義援金（１月 12 日～２月６日）

総額　22,303,917 円

■市役所受付分　日本赤十字社能美市地区

● 117 件　21,228,320 円　●募金箱　478,868 円

　 合計　21,707,188 円

■能美市社会福祉協議会受付分　石川県共同募金会

●８件　491,206 円　　 　●募金箱　105,523 円

 　合計　596,729 円

多くの義援金をお寄せいただきありがとうございます。

紙面の都合により、氏名などの掲載は控えさせていただきます。

お預かりした義援金は、石川県を通じて被災者の皆さまに

お届けします。

義援金は随時受け付けています。

詳しくは市ホームページをご覧ください。

問 /福祉課（☎ 58‐2230 FAX 58‐2294）

住家被害

１０２７　件

相談窓口 対象者 期間（予定） 時間 場所 支援内容

災害手続
ワンストップ窓口
☎ 0761‐58‐2253

被災された市民

３月末まで
（平日のみ）

８時 30 分
～

17 時 15 分

能美市役所１階
危機管理課で受付

（能美市来丸町 1110 番地）

罹災証明書など被災者が
必要な手続き

避難者
生活サポート窓口
☎ 0761‐58‐2401

能美市に
避難されている人

生活再建にかかる
支援・手続きに関する相談

被災者（市民・避難者）支援窓口

外国人の方は市国際交流協会（☎ 0761‐57‐3751）へご相談ください。

Foreigners please contact Nomi International Exchange Association (NIEA).

　

能
美
市
で
は
被
災
者
支
援
窓
口
の
開
設

や
能
登
地
方
へ
の
人
的
支
援
・
支
援
物
資
の

提
供
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
医

師
会
や
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
連
絡
会
な
ど
の
各
種
団
体
と
連

携
し
、
市
外
か
ら
の
避
難
者
の
受
け
入
れ
や

避
難
生
活
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
目
指

し
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令和６年能登半島地震

石川県庁電話相談窓口一覧など

非住家被害

４４４　件

市内の被害状況（申請件数） ※２月 19 日時点

人的支援（職員派遣）

・救助・捜索

・家屋の応急危険度判定

・給水支援

・避難所巡回（健康チェック）

・避難所運営

・物資の仕分け

・災害廃棄物仮置場支援
１９７　人

避難者の受入状況 ※２月 19 日時点

８７　人

旅館・ホテル
・たがわ龍泉閣

・まつさき旅館

・スーパーホテル石川・能美根上スマートインター

・ウェルネスハウス SARAI

・B&B Neagari

輪島市、珠洲市、七尾市、

穴水町、能登町からの避難

３８　人

広域避難所　・辰口福祉会館

輪島市からの避難

被災地支援（能登地方）※２月 19 日時点

支援物資の提供
・能美市の備蓄品からの提供

　（マスク、食料、段ボールベッドなど）

・支援物資受付センター（市民の皆さまからの寄附）

　（携帯トイレ・簡易トイレ、乳児用粉・液体ミルク、

　 トイレットペーパー、オムツ、生理用品）
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石
川
県
消
防
広
域
応
援
隊

「
一
人
で
も
多
く
の
命
を
助
け
る
た
め
に
」

　

１
月
１
日
、
能
登
半
島

地
震
の
発
生
に
よ
り
、
県

内
で
は
甚
大
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

　

市
消
防
本
部
は
県
消
防

広
域
応
援
隊
と
し
て
、「
津

波
・
大
規
模
風
水
害
対
策

車
」「
救
急
車
」「
後
方
支

援
車
」「
防
災
学
習
車
」
の

倒
壊
建
物
で
の
人
命
捜
索

４
台
が
出
動
し
、
救
助
隊

員
や
消
防
隊
員
、
救
急
隊

員
を
能
登
地
方
へ
派
遣
し

ま
し
た
。

　

応
援
隊
は
、
建
物
の
倒

壊
や
土
砂
災
害
で
逃
げ
遅

れ
た
方
の
救
助
活
動
と
、

ひ
っ
迫
し
た
救
急
医
療
を

支
援
す
る
活
動
を
行
い
ま

土
砂
災
害
現
場
で
の
救
出
活
動

大
規
模
火
災
現
場
で
の
救
出
活
動

し
た
。

　

現
地
は
度
重
な
る
余
震
、

地
割
れ
・
陥
没
し
た
悪
路

や
大
雪
な
ど
の
悪
条
件
が

障
害
と
な
り
ま
し
た
が
、

派
遣
隊
員
は
１
人
で
も
多

く
の
人
の
命
を
助
け
る
た

め
に
活
動
し
ま
し
た
。

市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

主
な
で
き
ご
と

主
な
で
き
ご
と

の
み
地
域
力
強
化
支
援
フ
ァ
ン
ド
採
択
式
・
活
動
計
画
報
告
会

　

２
月
８
日
、
市
役
所
で

フ
ァ
ン
ド
の
採
択
式
と
活

動
計
画
報
告
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

井
出
市
長
は
「
皆
さ
ま

の
活
動
は
心
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。
能
登
の
震
災
で

多
く
の
方
が
避
難
さ
れ
て

【
活
動
目
的
】

　

孤
立
し
が
ち
な
家
庭
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

　

維
持
す
る
場
を
提
供
す
る
。
困
っ
た
人
に
寄
り

　

添
い
、
支
え
合
う
こ
と
が
当
た
り
前
に
見
ら
れ

　

る
家
族
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
地
域
を
築
く
。

【
活
動
内
容
】

　

子
ど
も
食
堂

【
対

象

者
】

　

町
内
の
不
登
校
の
児
童
が
い
る
世
帯

　

(
今
後
対
象
の
幅
を
拡
大
予
定
)

下
ノ
江
さ
さ
え
あ
い
隊
　

下
ノ
江
こ
ど
も
食
堂

【
活
動
目
的
】

　

町
内
の
高
齢
者
な
ど
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
希
望
に
沿
っ
た
支

　

援
に
取
り
組
む
。

【
活
動
内
容
】

　

買
物
・
通
院
送
迎
、

　

除
草
・
粗
大
ご
み
廃
棄
・
除
雪
支
援

【
対

象

者
】

　

町
内
に
居
住
す
る
75
歳
以
上
の
世
帯
、

　

そ
の
ほ
か
支
援
を
必
要
と
す
る
方

赤
井
町
高
齢
者
お
助
け
隊

代表者のコメント

「今後、隊員を増やして、日中高齢者の

みの世帯にも支援を広げていきたい。

災害避難の支援も行っていきたい」

代表者のコメント

「今回の地震をきっかけに、町内の高齢者世

帯や見守りが必要な方にも声を掛け、交流し

ていきたい」

い
ま
す
。
ぜ
ひ
支
援
の
輪

を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

延べ

事業用資産

１４５　件



入隊・入校予定者と関係者の皆さん

主
な
で
き
ご
と

主
な
で
き
ご
と

8

市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍
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市
出
身
６
名
の
自
衛
隊
入
隊
・
入
校
予
定
者
を
激
励

国
の
安
全
と
平
和
に
向
け
て
活
躍
を
期
待

　

２
月
８
日
、
市
役
所
で

令
和
５
年
度
自
衛
隊
入

隊
・
入
校
予
定
者
激
励
会

を
行
い
、
市
出
身
の
６
名

の
う
ち
５
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

井
出
市
長
は
「
こ
れ
か

ら
辛
い
こ
と
が
待
ち
受
け

て
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
ふ
る
さ
と
能
美
市
を

思
い
出
し
、
ご
家
族
の
励

ま
し
を
得
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
き
た
い
。
い
つ
ま

で
も
、
ふ
る
さ
と
能
美
市

は
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い

ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

入
隊
予
定
者
の
林

は
や
し

春す

ず寿
さ

ん
(
寺
井
町
)
は
「
一
日

も
早
く
立
派
な
自
衛
官
に

な
れ
る
よ
う
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
テ
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

子
育
て
世
帯
の
相
談
支
援
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

市
教
育
委
員
会「
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
自
治
体
表
彰
２
０
２
３
受
賞
」

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
や
自
治
体
独
自
の
教
育
Ｄ
Ｘ
を
推
進

　

こ
の
度
、
政
府
・
省
庁

と
、
企
業
や
教
育
機
関
を

つ
な
げ
る
こ
と
を
通
し

て
、
教
育
の
情
報
化
に
よ

る
学
び
の
共
創
を
目
指

す
「
一
般
社
団
法
人ICT 

CONNECT21

」
主
催
の
「
教

育
Ｄ
Ｘ
推
進
自
治
体
表
彰

２
０
２
３
」
を
市
教
育
委

員
会
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
積
極
的
な

推
進
や
、
自
治
体
独
自
の

教
育
Ｄ
Ｘ
を
目
指
し
た
取

組
で
、
全
国
の
モ
デ
ル
と

な
る
自
治
体
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
現
在
、
能
美

市
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末

や
電
子
黒
板
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
な
ど
の
環
境
整
備

を
い
ち
早
く
進
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
「
個
別
最

　

２
月
９
日
、
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
テ
」
で
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
し
、
関
係
者

約
40
人
が
工
事
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
工
事
施
工
業

者
に
感
謝
状
を
授
与
し
、

サ
ン
テ
の
新
し
い
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
除
幕
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
井
出
市
長
が

式
辞
、
仙
台
謙
三
市
議
会

副
議
長
、
木
田
泰
弘
市
医

師
会
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

10
日
に
は
、
記
念
講
演

会
・
お
披
露
目
会
を
開
催

し
、
約
１
０
０
名
の
方
々

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
講

演
会
は
芳
珠
記
念
病
院
の

小
児
科
医
米
谷
博
先
生
を

講
師
に
招
き
、「
未
来
を

担
う
こ
ど
も
た
ち
の
た
め

に
小
児
科
医
と
考
え
る
の

み
の
み
子
育
て
」
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
施

設
内
に
は
、
妊
婦
体
験
や

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

な
ど
を
設
け
、
来
場
者
に

体
験
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
施
設
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

２
月
14
日
、
市
防
災
セ

ン
タ
ー
で
、
能
美
市
町
会

連
合
会
総
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

総
会
で
審
議
さ
れ
た
議

案
は
全
て
承
認
さ
れ
、
新

会
長
に
山
先
満み

つ
ひ
ろ広

さ
ん
(
中

町
)
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
総
会
の
席
上
で
、
２

年
以
上
町
会
長
・
町
内
会

長
を
務
め
ら
れ
、
今
回
、

退
任
さ
れ
た
30
名
の
方
々

に
、
井
出
市
長
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

能
美
市
町
会
連
合
会
総
会

新
会
長
に
山
先
満
広
さ
ん
　

退
任
者
30
名
に
感
謝
状

地
域
の
世
話
役
と
し
て
、
ま
た
住
民
の
皆

さ
ま
と
市
役
所
を
結
ぶ
大
切
な
パ
イ
プ
役

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
町
会
長
・
町
内
会

長
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
て
い
く
上
で
、
要

か
な
め

と
な
る
方
々
で
す
。

　

今
年
お
世
話
い
た
だ
く
各
町
会
長
・

町
内
会
長
の
お
名
前
を
掲
載
し
ま
す
(
敬

称
略
)。

町会・町内会 氏　名

赤井町 北野 実

西任田町 佐々木 了

五間堂町 廣田 孝司

中庄町 東 英之

福岡町 根角 眞佐義

西二口町 中田 一宏

中ノ江町 古屋 和博

高坂・根上町 松本 清隆

下ノ江町 金子 哲也

浜開発町 山岸 徹

大成町 原 輝夫

福島町 渡辺 正幸

吉原町 北本 修一

吉原釜屋町 吉田 和博

大浜町 中村 茂

中町 山先 満広

浜町 中村 進

道林町 土田 恵造

山口町 中村 隆司

寺井町 北野 勉

小長野町 東 誠孝

大長野町 西田 耕平

小杉町 田上 清一

末信町 中西 幸一

牛島町 和田 憲光

町会 氏　名

佐野町 宮本 肇

泉台町 山本 正弘

湯谷町 北村 修一

石子町 前多 俊彦

末寺町 橋本 庄哉

秋常町 小坂 信之

新保町 南 英昭

粟生町 荒木 欣二

三道山町 畑下 栄二

吉光町 宮口 昌尚

東任田町 西 俊和

緑町 木津 衛

和佐谷町 安田 巖

岩本町 新宅 寿

灯台笹町 髙 良隆

大口町 瀧上 秀明

宮竹町 宮田 宏

三ツ口町 高嶋 聖栄

長滝町 中川 秀和

莇生町 元村 紀人

岩内町 村田 耕太郎

火釜町 宅見 栄俊

来丸町 西田 茂

山田町 村瀬 直樹

三ツ屋町 中 道雄

町会 氏　名

倉重町 南 　彰

出口町 本橋 勝

辰口町 畔田 保之

湯屋町 木道 弘之

上徳山町 西出 良弘

下徳山町 中谷 敬二郎

上開発町 村中 豊

下開発町 荒田 邦寛

徳久町 村本 賢治

荒屋町 中 憲一

高座町 松田 伸明

下清水町 松本 勝

上清水町 田中 均

北市町 輪瀬 敏雄

和気町 畑中 一

和光台 森田 將嗣

寺畠町 東 裕一

舘町 西 和宏

金剛寺町 安土 耕生

坪野町 村西 信行

鍋谷町 加戸 繁行

仏大寺町 田中 実

緑が丘 小柳 幸策

松が岡 池見 藍

令
和
６
年
の
町
会
長
・
町
内
会
長
が
決
定

ま
ち
づ
く
り
の
要
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
除
幕

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
を
見
学
す
る

来
場
者

　

サ
ン
テ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

は
、
健
康
で
元
気
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
オ
レ
ン
ジ
色
で
、

太
陽
が
ふ
り
そ
そ
ぎ
、
ひ

な
た
ぼ
っ
こ
の
よ
う
に
あ

た
た
か
い
場
所
で
あ
り
た

い
、
そ
し
て
市
民
が
世
帯

を
超
え
て
交
流
し
、
愛
さ

れ
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
に
と
、
期
待
と
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
込
め
ら
れ
た

　
　

「
期
待
と
願
い
」

適
な
学
び
と
協
働
的
な
学

び
の
一
体
的
な
充
実
」
を

図
り
、
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
の
主
体
的
な
学
び
の

実
現
と
資
質
・
能
力
の
育

成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
地
域
・
保
護
者
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末

を
日
常
的
か
つ
有
効
に
活

用
し
て
い
る
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
全
国
の
自
治

体
と
先
進
事
例
や
教
育
実

践
の
情
報
共
有
を
行
い
な

が
ら
、
未
来
を
創
る
能
美

の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を

願
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
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お
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お知らせ

　新型コロナワクチンの特例臨時接種（全額公費）は、

初回接種、令和５年秋開始接種ともに３月 31 日で終

了します。接種を希望する人は、期間内に余裕を持っ

て受けてください。市内医療機関で接種する場合は、

３月 29 日が最終日です。

※４月以降に定期接種以外で接種を希望する場合は、任意

　接種として有料で接種することになります。

【令和６年度の接種について】

　新型コロナウイルスの重症化予防を目的として、秋

冬に定期接種を行います。秋頃、対象者に予診票を送

付します。

▶ ▶ 対象者　65歳以上の人、60～ 64歳で対象となる人※

▶ ▶ 費用　原則有料

※ 60 ～ 64 歳で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害が

　あり、身の回りの生活が極度に制限される人、ヒト免疫

　不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害があり、　

　日常生活がほとんど不可能な人

新型コロナワクチン
全額公費の接種が終了

問/市新型コロナワクチン接種コールセンター（☎0570‐050670）

　新型コロナワクチンの問い合わせ窓口である「能美

市新型コロナワクチン接種コールセンター」は、３月

29 日をもって終了します。４月１日以降は、健康推

進課（☎ 58‐2235）までお問い合わせください。

新型コロナワクチン接種
コールセンターが終了

問/市新型コロナワクチン接種コールセンター（☎0570‐050670）

問 / 税務債権課（☎ 58‐2206 FAX 58‐2292）

所得税の確定申告、
市・県民税の申告相談

　所得税の確定申告、市民税・県民税の申告の相談を

受け付けています。

▶ ▶ 期間　３月 15 日（金）まで　９時～ 16 時

▶ ▶ 場所　市役所１階　大会議室

※事業所得などの収支内訳書が必要な申告、住宅に関する

　特別控除、青色申告、土地・建物・株式などの譲渡所得

　を含む申告などは、市役所では受付できません。

　小松税務署（☎ 22‐1171）にご相談ください。

※申告時の持ち物など、詳しくは広報のみ２月号または市

　ホームページをご覧ください。

問 /健康推進課（☎ 58‐2235 FAX 58‐6897）

来年度は４月１日（月）から

人間ドックの受付

　人間ドックの受診を希望する人は、申請後、お手元

に「人間ドック・脳ドック受診券」が届きます。受診

券が届き次第、病院の予約をお願いします。

　令和６年度の内容は、広報のみ４月号でお知らせし

ます。

▶ ▶ 申請受付

令和５年度（３月までの受診）…３月１日（金）まで受付

令和６年度（４月からの受診）…４月１日（月）から受付

▶ ▶ 申請場所 健康推進課（市健康福祉センター「サンテ」）、

市民サービス課または寺井・根上サービスセンター

問 /商工課（☎ 58‐2254 58‐2266）

のみ応援特典券
第６弾の利用開始

　「のみ応援特典券」は食料品価格などの高騰により

増加する家計負担の軽減と市内施設・店舗の支援を目

的とした取り組みです。

　能美市に住民登録がある世帯主宛に「のみ応援特典

券」を２月下旬から順次配布しています。会計額２千

円（税込）につき特典券１枚が利用でき、１千円引き

になります。特典券は店頭に「取扱店ポスター」が掲

示されている施設・店舗で利用できます。

　取扱店舗の詳細は、全戸配布チラシまたは市ホーム

ページをご覧ください。

▶ ▶ 利用期間　３月４日（月）～５月 31 日（金）

市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

市内に住む大学生の皆さまへ

能美市育英資金制度

申・問 /教育総務課（☎ 58‐2270 55‐8530）

　向学心に燃え、品行方正で学業優秀な学生に対し、

修学を支援し、有為な人材の育成を図るための育英資

金制度を設けています。

▶ ▶ 対象者　前年度から引き続き市内に住所があり、短

期大学、大学または大学院に在学する学生

▶ ▶ 貸与月額　３～６万円の１万円単位

▶ ▶ 貸与期間　在学中（休学中は停止）

▶ ▶ 返還方法　卒業した月の６か月後から、毎月元金均

等返還の方法により、元金と利子を合わせて返還（卒

業後、市内に住所があり、居住している間は無利息）

▶ ▶ 申込方法　教育総務課、市民サービス課または寺

井・根上サービスセンターにある願書に必要事項を記

入し、在学する学校に提出してください。

▶ ▶ 申込締切 ５月 15 日（水）必着

　

１
月
18
日
、
神か

み

野の

春は
る

枝え

さ
ん
(
五
間
堂
町
)
が
め

で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
、
お
祝
い
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
野
さ
ん
は
明
る
い
性

格
で
、
敬
老
会
な
ど
に
歌

と
踊
り
を
見
に
出
か
け
る

な
ど
活
動
的
な
人
で
す
。

食
べ
物
で
は
特
に
か
ま
ぼ

こ
が
好
き
で
、
元
気
が
な

い
と
き
で
も
よ
く
食
べ
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
は
施
設
に
入
所
さ

れ
て
お
り
、
１
０
０
歳
を

迎
え
ら
れ
て
か
ら
も
元
気

に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

〜
み
る
、
き
く
。
ま
な
ぶ
。
持
続
可
能
な
知
る
力
！
〜

　

２
月
18
日
、「
ま
な
び

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」
を

市
内
３
施
設
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
は
市

民
が
お
互
い
に
話
し
合

い
、
ま
な
び
体
験
す
る
中

か
ら
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

物
見
山
総
合
体
育
館
で

は
「
新
健
康
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
太た

い

極
き
ょ
く

螺ら

旋せ
ん

棒ぼ
う

気き

功こ
う

」、

辰
口
図
書
館
で
は
「
真
脇

遺
跡
」
に
関
す
る
分
科
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
寺

井
地
区
公
民
館
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
科
会
や
笑
い

ヨ
ガ
、
楽
器
演
奏
、
親
子

ま
ち
ゼ
ミ
の
お
試
し
体
験

講
座
も
開
催
さ
れ
、
各
会

場
で
多
く
の
市
民
が
参
加

し
ま
し
た
。

大
宮
駅
で
北
陸
新
幹
線
県
内
全
線
開
業
を
Ｐ
Ｒ

小
松
市
・
加
賀
市
と
合
同
で
実
施

　

１
月
27
日
か
ら
29
日
に

か
け
て
、
北
陸
新
幹
線
の

停
車
駅
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
大
宮

駅
(
埼
玉
県
)
で
北
陸
新

幹
線
石
川
県
内
全
線
開
業

に
向
け
た
南
加
賀
３
市
合

同
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
宮
駅
に
設
け
ら
れ
た

特
設
ブ
ー
ス
で
能
美
・
小

松
・
加
賀
の
３
市
の
知
名

度
を
調
査
し
、
回
答
し
て

く
れ
た
方
に
３
市
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ

グ
ッ
ズ
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。
ま
た
同
ブ
ー
ス
内
で

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置

し
、
約
36
万
円
の
ご
寄
附

を
頂
き
ま
し
た
。

　

３

日

間

で
、

合

計

２
千
５
０
０
人
以
上
が
訪

れ
ま
し
た
。

神
野
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

森
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　

１
月
20
日
、
森
都と

み美
さ

ん
(
大
成
町
)
が
め
で
た

く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
、
お
祝
い
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
は
若
い
頃
か
ら

働
き
も
の
で
「
一
緒
に
出

か
け
る
時
間
が
な
い
ほ
ど

一
生
懸
命
働
い
て
い
て
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
娘
さ
ん
が
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
人
と
話
す
こ
と
が

好
き
で
特
に
小
さ
な
子
ど

も
を
見
る
と
満
面
の
笑
み

で
声
を
掛
け
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
暖
か
い
お

人
柄
で
動
物
に
も
懐
か
れ

て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
施
設
に
入
所
さ

れ
て
お
り
、
１
０
０
歳
を

迎
え
ら
れ
て
か
ら
も
元
気

に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
史
に
つ
い
て
学
ぶ
参
加
者

祝
百
寿
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

来
場
者
に
南
加
賀
の
魅
力
を

伝
え
ま
し
た


